
みどりの⾷料システム戦略推進交付⾦のうち
地域循環型エネルギーシステム構築

＜対策のポイント＞
みどりの⾷料システム戦略の実現に向けて、地域の再⽣エネルギー資源を活⽤した地域循環型エネルギーシステムの構築のための営農型太陽光発電のモデル
的取組及び未利⽤資源（稲わら、もみ殻、⽵、廃菌床等）のエネルギー利⽤を促進する取組を⽀援します。

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．営農型太陽光発電のモデル的取組⽀援
地域循環型エネルギーシステムの構築に向け、
①営農型太陽光発電設備下においても収益性を確保可能な作⽬
や栽培体系、地域で最も効果的な設備の設計（遮光率や強度
等）や設置場所の検討を⽀援します。
②検討の結果、最適化された営農型太陽光発電設備の導⼊実証
を⽀援します。

２．未利⽤資源のエネルギー利⽤促進への対策調査⽀援
⽊質バイオマス施設等における未利⽤資源の投⼊・混合利⽤を
促進するため、
・ 既存ボイラー形式等の仕様・運⽤実態等の調査
・ 前処理⼯程に関する調査
・ 収集・運搬⽅法に関する事例収集、分析
・ 炉への影響に関する検証
・ 混合利⽤による効果の検証

等の取組を⽀援します。
＜事業の流れ＞
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